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力者を得た（男性 9 名、女性 1 名。脳梗塞 6 名、脳出血 4 名。発症年齢平均 62.9 歳。発症






 WAB 失語症検査の結果を整理し、 RCPM
と各言語モダリティーとの相関を求めた。
統計ソフト JMP ver10.1 を使用した。  
【結果】 表に協力者 10 名の WAB 失語症
検査結果と RCPM の結果を示す。失語指数





















今年 12 月前橋で開催予定の群馬県医学会で発表予定。 
表　WAB失語症検査とRCPM検査結果
WAB
検査項目 下位項目 満点 平均±1標準偏差
Ⅰ自発話 A　情報内容 10 6.8±0.99
B　流暢性 10 6.5±3.20

















Ⅵ書字 A　指示に従って書く 6 5.65±1.10
B　書字表現 32 13.22±14.49
C　書き取り 10 4.7±4.66
D　単語書き取り 12 8.1±3.79
E　五十音と数 22.5 17±4.06
F　文字と数を聞いて書く 7.5 5.05±2.71
G　写字 10 10±0
失語指数 100 66.7±26.00
RCPM
RCPM合計 37 28.33±8.07
